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LINE公式アカウント友だち募集中!
授業づくりに役立つ情報を、
いち早くお届けします。

教１教材紹介紹介

「読み書き」の力の素地を養うために

淑徳大学　教授

畑江 美佳先生

Sounds and Lettersを使ってみよう
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子どもたちの「できた！」「わかった！」と輝く顔を見たい
　小学校では英語を楽しそうに話していたのに、中学校に進むと読み書きにつまずい
てしまう子どもが少なくありません。この課題を解決したいという思いが、私の研
究の出発点です。私たちは読むとき、頭の中でことばを音にしています。また、書
くときも、頭の中の音を文字に置き換えています。読み書きは、音と文字を使って
意味をやり取りするコミュニケーションです。そのため、音と文字が正しく結びつ
かなければ、意味を理解したり、自分の考えを伝えたりすることは難しくなります。　　　
　Sounds and Letters で、音と文字のつながりを子どもたちが楽しく学び、「でき
た！」「わかった！」という成功体験を積み重ねられるよう願っています。
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音韻認識能力を
育てるための教材、
Sounds and Letters
だよ。

読み書きの基礎となる、
「ことばを音のまとまりとして
捉える力」のことだよ。

日本語の「あいうえお」は文字の
「名前」と「音」が一致する。
でも英語のアルファベットは、
文字の「名前」と「音」が異なるんだ。

そのとおり！
そこで
Sounds and Letters
の出番だよ。

そういえば、隣の中学校の先生が、
「読み書きで苦戦している生徒が多い」
って言ってたな。

なるほど。英語は文字の
名前に加えて、「音」が思い浮かぶ
ようにしておく必要があるんだね。

アルファベットの
「音」って？

今が大事な時期
なのね。でも、
何から始めたら
いいのかな？

中学校で読み書きに
つまずかないためには、
小学生のうちに、この力を
つけておくことが大切なんだ。

音韻認識能力……？

まずは、アルファベットには文字の「名前」とは別に
「音」があることを理解させよう。

① 聞こえた音の文字を選んだり、聞こえた音の文字を選んだり、ジングルで文字の「音」を意識したら、次は、ジングルで文字の「音」を意識したら、次は、

そう！　小学校では、アルファベットの
「音」と文字を結びつけて、「ことばを
音のまとまりとして捉える力」を育てる。
そうした積み重ねが、中学校での
「読める！書ける！」につながるんだ。

子どもたちのこの先の学びのために、
さっそく Sounds and Letters を
使ってみます！

ジングルでは、
文字の「音」を意識させるよ。

cat なら初めの “C” の「音」
に注目！

まずは Step の帯活動で、アルファベットジングルを聞いて
一緒に言ってみよう。1回たった３分でOK!

巻末の Alphabet Time にある Sounds and Letters で、
「音」と文字とを結びつけていくよ。

② 書いたりするんだね。
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デジタル教科書（教材）「アルファベット」
コンテンツのご紹介

「名前読み」定着のための活動をしてみましょう

　先生方は、小学校学習指導要領の外国語「読むこと」の目標「ア　活字体で書かれた文
字を識別し、その読み方を発音することができるようにする」を達成するために、日頃ど
のような活動をされていますか。「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教
科書＋教材」の中には、「アルファベット」というコンテンツがあります。画面右下の「ま
なぶ」から開いてみてください。画面上部に「アルファベット」「自習コーナー」という２
つの青いタブが表示されます。

　「自習」というコンテンツ名ですが、クラス全体でも活用できます。授業の冒頭や合間な
どを活用し、アルファベットジングルを言う前に、その日に扱う文字の「名前」と「音」
をあらかじめ確認しておけば、ジングルに取り組む際の児童の意識が変わるでしょう。な
お、「カルタゲーム」や「マッチングゲーム」と同様の活動は、５年の教科書巻末に付属す
るアルファベットカードを使っても行うことができます。
　特に、小文字の定着には大文字の３倍の時間がかかると言われています。一度扱ってお
しまいではなく、繰り返し行うことが大切です。小学校卒業時までにすべてのアルファベッ
トの文字の「名前を聞いて書ける」状態にして、中学校へ送り出したいものです。

文字の名前、音、書き方の例を１字ずつ確認できる。

アルファベットの名前読みを聞いて、文字を選ぶ。 アルファベットを使った「神経衰弱」ゲーム。

アルファベットに慣れ親しむための教材一覧。

トップページ

③マッチングゲーム②カルタゲーム

①アルファベット表
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